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さらなるごみ資源化を進めるには（続）  ごみ・環境ビジョン 21運営委員 小野寺 勲 

 2024年度に、１人１日当たり総資源化量の多さでベスト 10の自治体は、①国分寺市、②小金井市、

③武蔵野市、④東村山市、⑤立川市、⑥瑞穂町、⑦東久留米市、⑧昭島市、⑨青梅市、⑩西東京市。 

 これらの自治体は、総資源化量を構成する、資源ごみからの資源化量、収集後資源化量、集団回収量

のいずれかでベスト 10に入っています。うち 7自治体は、この中の 2つでベスト 10に入っています。 

 

 表１ 多摩地域自治体における施策別１人１日当たり資源化量（2024年度）（１） （単位：ｇ/人日） 
 

総資源化量 順位 
資源ごみからの資源化量 

全体 順位 紙類 順位 プラ類 順位 その他 順位 

八王子市 230.9 20 141.3 17 68.2 17 37.7 16 35.3 16 

立川市 264.9 5 152.1 12 66.9 18 50.0 6 35.2 17 

武蔵野市 272.0 3 173.5 3 94.3 4 45.4 9 33.7 19 

三鷹市 222.4 25 136.2 22 82.5 9 15.2 26 38.5 8 

青梅市 251.9 9 134.9 23 53.4 27 50.4 4 31.1 25 

府中市 232.2 18 127.5 25 57.3 26 37.1 17 33.0 21 

昭島市 253.8 8 136.7 21 63.0 21 50.4 3 23.3 30 

調布市 239.5 13 144.5 14 92.4 5 15.0 27 37.2 12 

町田市 220.2 26 94.6 29 46.5 30 20.0 24 28.1 26 

小金井市 280.6 2 173.2 4 90.8 6 42.7 12 39.6 6 

小平市 231.4 19 143.9 16 74.9 12 35.5 19 33.5 20 

日野市 212.7 28 158.8 10 71.5 14 49.9 7 37.3 10 

東村山市 267.5 4 137.8 20 60.9 23 50.3 5 26.7 28 

国分寺市 312.0 1 206.1 1 78.5 10 85.8 1 41.8 4 

国立市 235.8 15 140.4 18 73.0 13 33.0 20 34.4 18 

福生市 241.6 12 160.3 8 77.3 11 43.1 11 39.9 5 

狛江市 234.3 16 156.3 11 89.8 7 29.3 23 37.2 11 

東大和市 210.6 29 124.2 26 61.2 22 30.0 22 33.0 22 

清瀬市 230.2 21 139.7 19 58.2 25 49.6 8 31.9 24 

東久留米市 255.7 7 149.7 13 66.6 19 44.8 10 38.3 9 

武蔵村山市 223.7 24 143.9 15 70.0 16 41.9 14 32.1 23 

多摩市 233.7 17 111.7 28 48.4 29 35.5 18 27.7 27 

稲城市 229.4 22 134.7 24 59.4 24 39.0 15 36.3 14 

羽村市 249.4 11 164.0 6 96.2 3 31.5 21 36.3 13 

あきる野市 212.7 27 118.0 27 71.4 15 10.8 29 35.8 15 

西東京市 250.8 10 160.2 9 65.2 20 56.3 2 38.7 7 

瑞穂町 264.2 6 173.0 5 88.5 8 42.0 13 42.5 3 

日の出町 191.7 30  86.7 30 52.6 28  7.8 30 26.2 29 

檜原村 225.1 23 162.8 7 97.7 2 14.2 28 51.0 2 

奥多摩町 239.2 14 185.5 2 112.4 1 16.9 25 56.2 1 

全体 240.1  140.7  68.6  37.9  34.2  

※ 東京市町村自治調査会『多摩地域ごみ実態調査』をもとに筆者作成。 

続・さらなる ごみ資源化を 進めるには
ごみ・環 境ビジョン 21 運営委員 　 小 野寺  勲

　2024 年度に、１人１日当たり総資源 化量の多さでベスト 10 の自治 体は、①国分寺市、②小金井市、③武蔵野市、

④東村山市、⑤立川市、⑥瑞穂町、⑦東久留米市、⑧昭島市、⑨青梅市、⑩西東京市。

　これらの自治体は、総資源化量を構成する、資源ごみからの資源化量、収集後資源化量、集団回収量のいずれか

でベスト10 に入っています。うち 7 自治体は、この中の 2 つでベスト10 に入っています。
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 また、１人１日当たり資源ごみからの資源化量の多さでベスト 10 の自治体は、①国分寺市、②奥多

摩町、③武蔵野市、④小金井市、⑤瑞穂町、⑥羽村市、⑦檜原村、⑧福生市、⑨西東京市、⑩日野市。 

 これらの自治体は、紙類、プラスチック類、その他品目の資源化量のいずれかでベスト 10 に入って

おり、うち 8自治体は、その中の 2つ～3つでベスト 10に入っています。 
 さらなる資源化を進めるには、資源ごみへの分別排出を徹底する一方、収集後資源化（焼却灰のエコ

セメント化、不燃ごみ・粗大ごみの資源化、焼却灰のスラグ化）や集団回収も有効に活用することが必

要です。 

 

表 2 多摩地域自治体における施策別１人１日当たり資源化量（2024年度）（2） （単位：ｇ/人日） 
 収集後資源化量 

集団回収量 順位 
総資源化率 

（％） 
順位 全体 順位 エコセメ 

ント化 
順位 その他 順位 

八王子市 66.1 12 39.7 22 26.4 9 23.6 21 33.4 22 

立川市 84.2 3 45.3 18 38.9 8 28.6 14 38.8 5 

武蔵野市 63.6 17 48.4 9 15.2 22 34.9 9 36.6 11 

三鷹市 58.0 23 45.4 17 12.6 26 28.2 16 34.7 17 

青梅市 68.5 10 48.0 10 20.5 11 48.5 6 32.7 24 

府中市 61.6 21 46.4 14 15.2 21 43.2 7 37.1 8 

昭島市 95.0 2 34.9 23 60.0 2 22.2 22 36.5 12 

調布市 64.6 15 45.9 16 18.7 14 30.4 12 36.1 14 

町田市 76.4 6 56.0 2 20.3 13 49.2 5 31.1 25 

小金井市 82.4 4 23.0 26 59.4 3 25.0 18 47.2 2 

小平市 65.5 14 47.2 12 18.3 16 22.0 23 37.1 9 

日野市 41.1 30 30.1 24 11.1 28 12.7 27 36.8 10 

東村山市 96.8 1 43.5 19 53.3 5 32.9 10 42.3 3 

国分寺市 46.7 28 26.3 25 20.4 12 59.2 1 49.2 1 

国立市 67.0 11 52.1 6 15.0 23 28.3 15 35.1 15 

福生市 54.5 25 42.9 20 11.6 27 26.8 17 34.3 18 

狛江市 57.0 24 46.8 13 10.2 29 21.1 24 37.4 6 

東大和市 62.4 19 47.7 11 14.8 24 23.9 20 34.7 16 

清瀬市 65.6 13 48.5 8 17.1 20 24.9 19 36.3 13 

東久留米市 69.6 9 52.1 7 17.5 18 36.5 8 37.1 7 

武蔵村山市 70.5 8 53.1 5 17.3 19  9.3 28 33.6 21 

多摩市 71.6 7 57.5 1 14.2 25 50.4 4 33.7 20 

稲城市 63.1 18 53.2 4  9.9 30 31.6 11 34.0 19 

羽村市 64.5 16 46.1 15 18.5 15 20.9 25 33.4 23 

あきる野市 44.2 29  0.0 27 44.2 7 50.5 3 27.0 27 

西東京市 60.7 22 42.8 21 17.9 17 29.9 13 40.7 4 

瑞穂町 78.0 5 55.9 3 22.1 10 13.2 26 30.4 26 

日の出町 48.9 27  0.0 27 48.9 6 56.1 2 23.1 29 

檜原村 62.3 20  0.0 27 62.3 1  0.0 29 22.3 30 

奥多摩町 53.8 26  0.0 27 53.8 4  0.0 29 25.0 28 

全体 67.0  43.8  23.2  32.3  35.8  

　また、1 人 1日当たり資源ごみからの資源化量の多さでベスト10 の自治体は、①国分寺市、②奥多摩町、③武蔵野市、

④小金井市、⑤瑞穂町、⑥羽村市、⑦檜原村、⑧福生市、⑨西東京市、⑩日野市。

　これらの自治体は、紙類、プラスチック類、その他品目の資源化量のいずれかでベスト10 に入っており、うち 8 自治体は、

その中の 2 つ～ 3 つでベスト10 に入っています。

　さらなる資源化を進めるには、資源ごみへの分別排出を徹底する一方、収集後資源化（焼却灰のエコセメント化、不

燃ごみ・粗大ごみの資源化、焼却灰のスラグ化）や集団回収も有効に活用することが必要です。
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